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はじめに 

 

この本は、森林や木にかかわる体験活動を実践している方や活動に取り組み

たいとお考えの方に、森林教育をとらえる座標軸と目的に向けての道筋を提供

するために作成したものです。その内容は、森林や木に関する幅広い教育活動

である「森林教育」について、森林教育のとらえ方、基礎となるプログラム、

プログラムを組み立てた実践例を紹介するものです。Ⅰ概念編だけでも、実践

活動が進む道を示す羅針盤としてお役に立つと考えておりますが、Ⅱ基礎プロ

グラム編とⅢ活動事例編はさらに具体的な活動内容の検討を支援するものです。

地域の学校教育、社会教育、森林・林業、ＮＰＯ等の皆様が持つ様々な立場や

視点、目的、素材を活かすことができるよう工夫いたしましたので、各現場に

おける活動の展開や連携にお役立ていただければ幸いです。 
 
 Ⅰ．森林教育とは－概念編－（別冊） 

森林教育についての概念を整理しました。そこでは、森林教育が多様な活動

内容を含み、広範なねらいに向けて展開が可能なものであることが明らかに

なっています。地域レベルでみた活動の実態や、関係者による活動のとらえか

たに関する調査の結果から、活動のねらいと活動内容の整合や活動の展開方向

を確認するための概念を提示しています。実践活動の再認識や、これからの活

動を考えるための参考になります。 

 

 Ⅱ．こんなに多様な活動があります－基礎プログラム編－（本冊） 

具体的な活動を考える上で基礎となる活動40種の総覧となっていて、概念編

で整理された各活動の姿を具体的にイメージすることができます。40種の活動

それぞれについて、実施時期や場所、対象者、指導者、ねらい、事前準備、留

意事項、展開例が示されています。ねらいに向けてプログラムを組み立てる際

の素材として役立ちます。 

 

 Ⅲ．森林総研による学校や地域との連携から－活動事例編－（別冊） 

森林総合研究所と地域や学校とが連携し、森林教育のねらいに向けて、いく

つかの基礎プログラムを組み立てて実践した事例を紹介したものです。多角的

なねらいに向けて異なる要素を組み合わせた事例、高いねらいに向けて何回も

の活動を積み上げた事例が、具体的な活動の組み立てを考える際のイメージ作

りに役立ちます。 
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Ⅱ－１. 森林教育って何だろう －森林教育のとらえ方－（概要） 

 
 この本では、森林や木に関する幅広い教育活動を森林教育ととらえて、森林

教育についての全体像をみています。Ⅰ分冊では、森林教育の概念を整理して

みました。概要は次の通りです。 

森林教育には、多様な活動内容を含み、広範なねらいに向けて展開が可能な

ものであるといえます。森林での体験活動の内容を、大きく4つ、森林資源、

ふれあい、自然環境、地域・文化として示しています（図-1）。また、森林体験

活動として実際に行われている内容を整理して、13 分類 40 種類を挙げました

（表-1）。 

森林教育のこれらの活動を並べてみると、同じ森林での活動といっても、目

的や内容が大きく異なっています。森林教育の特徴は、このようにいろいろな

内容が含まれており、教育の可能性が広いと同時に、多様な目的を含んでいて

単純にとらえにくいという分かりにくさがあるといえます。 

森林教育として森林での体験活動を実施する場合、必要な体験活動の要素と

して、4 つの要素：①活動の素材や場としての森林、②体験活動を行う主体で

ある体験者、③プログラムやアクティビティなどのソフト、④ 体験の補助・

支援者である指導者があります。この本では、プログラムの内容をキーワード

として、地域レベルでみた活動や関係者による活動のとらえかたを実施時期、

日程、森林、対象者、指導者の点で整理したところ、実際に行われている活動

内容には偏りが見られました。 

 森林資源 
林業 

木工 

森林づくり 

 

地域・文化 
自然観察 

生態系保護 

生物多様性 

ふれあい    
保健休養 

レクリエーション 

自然体験 

野外活動 

図-1 森林教育の内容（イメージ） 

環境問題 

地域学習 

井上(2006）より作成 

自然環境 
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表-1 森林での体験活動 基礎プログラム（13 分類40 種類） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．自然とのふれあい・楽しみ
（１）　自然を利用した遊び　・・・・・・・・・・・・・・・・ 　秘密基地づくり、木登り、落ち葉遊び、草花遊びなどをします。

（２）　自然に親しむゲーム　・・・・・・・・・・・・・・・・　自然に親しみ、気づきをはぐくむゲームをします。
（３）　自然に親しむ散歩、散策　・・・・・・・・・・・・・　自然に親しむために散歩や遠足などで自然の中を歩きます。

２．保健休養
（４）　花見・紅葉狩り　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　春の花、秋の紅葉など四季の自然を楽しみます。

（５）　心身の健康のための休養　・・・・・・・・・・・ 　心身の健康のために自然で休んだり歩いたりします。
３．野生生物保護

（６）　野生生物保護のための調査　・・・・・・・・・・　動物、昆虫、植物やその生息環境を調査します。

（７）　野生生物保護のための繁殖、飼育　・・・・ 　飼育繁殖や苗木育成、植え付けなどをします。
（８）　野生生物保護のための生息環境整備　・・　草刈りや清掃などをして生物の生息環境を整備します。
４．自然観察・学習

（９）　生物の観察・学習　・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 　動物や昆虫、植物など生物を観察・学習します。
（１０）環境の観察・学習　・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 　水や土、地形などを観察・学習します。
（１１）施設の見学　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 　自然の中にあるダムなどの施設を見学します。
（１２）林業の見学　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 　伐採などの林業作業を見学します。

５．観察や学習目的の採集
（１３）観察や学習のための動植物採集　・・・・・・　観察や学習のために動物、昆虫、植物などをとります。

６．利用目的の採取
（１４）燃料の採取　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 　燃料にするためにたき木や落ち葉などを集めます。

（１５）工作・クラフトのための材料採取　・・・・・・ 　工作やクラフトの材料にする木、木の実、草花などをとります。

（１６）食材の採取　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 　食べるために山菜やキノコ、木の実、魚などをとります。

（１７）堆肥つくり　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 　堆肥をつくるために落ち葉掃き（落ち葉集め）をして積みます。
７．自然環境整備

（１８）環境整備　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　自然環境を整備するために草刈り、伐採、清掃などをします。

８．施設作設
（１９）小屋・ツリーハウスづくり　・・・・・・・・・・・・・　小屋やツリーハウスをつくります。
（２０）歩道作り　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 　散策路、歩道、作業路など歩道をつくります。

（２１）遊具作り　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 　ターザンロープ、木のブランコ、シーソーなどをつくります。

９．林業作業
（２２）植樹・植林　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　木を育てるために苗木を植えます。
（２３）下刈り・下草刈り　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 　育てる木の生長を助けるために周囲の草を刈り払います。

（２４）枝打ち　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 　良質な木材を得るために余分な枝を切り落とします。

（２５）間伐・除伐　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　森林を健全にするために木の間引き伐採をします。

（２６）伐採　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 　木材を収穫するために木を伐採します。
（２７）キノコ栽培　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 　木を伐採してホダ木をつくり菌を植えてキノコを育てます。

（２８）炭焼き　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 　木を伐採して炭を焼きます。

１０．クラフト
（２９）工作・クラフト　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　木工、つる細工、草木染めなど自然の素材で作品をつくります。
１１．生活

（３０）自然の恵みの食体験　・・・・・・・・・・・・・・・ 　山菜や木の実などを食べます。

（３１）キャンプ　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　テントを張り野営します。

（３２）野外料理・食事　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 　野外で飯ごう炊さんや自然の素材を使った料理をして食べます。
１２．芸術

（３３）創作活動　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　自然を対象に写真を撮る、絵を描く、詩を創作するなどします。

（３４）舞台芸術　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　自然の中でコンサート、演劇などの舞台を演じ鑑賞します。

（３５）展覧会・ギャラリー　・・・・・・・・・・・・・・・・・・　自然の中で絵や写真などの作品を鑑賞します。
１３．スポーツ

（３６）ハイキング、登山　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　自然環境をいかして歩いたり登ったりします。

（３７）アスレチック、ロープスコース　・・・・・・・・・ 　フィールドアスレチックなどに挑戦します。

（３８）ゲレンデスキー・スノーボード　・・・・・・・・・　スキー場のゲレンデでスキー・スノーボードをします。
（３９）バックカントリースキー・スノーボード　・・・　ゲレンデではないところでスキー・スノーボードをします。

（４０）冒険コース　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　沢登りなどの冒険的な活動に挑戦します。
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森林教育プログラム 

 

基礎プログラムの見方 

 

基礎プログラムとして、典型的な事例をイメージとして示したものです。こ

こで例示した以外にも多様な活動内容や条件が考えられます。ここで示した基

礎プログラムは、次の各項目の見方を参考に活動の目安として見て下さい。 

 

時期    活動に適した時期 （地域により異なります。） 

時間    活動に必要な最小時間のめやす 

（フィールドの条件や対象者の経験等により異なります。） 

場所    人工林、雑木林、天然林など森林の様子  

（活動内容により実施できる場所の適応範囲に差があります。） 

対象者   対象者の年齢、1グループの人数のめやす  

（対象者の経験や学習の程度により異なります。） 

指導者   指導者の職業、人数のめやす、補助者の人数  

（対象者の人数、経験や学習の程度により増減が必要です。） 

 

１．ねらい 

 その活動を通して直接めざすことができるねらいを挙げています。他の活

動との組み合わせることで幅広いねらいを持たせることもできます。 

 

２．事前準備 

 ・下見：フィールドや関連施設の状況を下見する際の観点をあげます。 

・道具：主なものをあげています。救急箱は全ての活動に必要です。 

・持ち物・服装：特に必要なものがある場合にあげています。 

 

３．留意事項 

 ・天候：活動を行う時、天候での配慮事項がある場合にあげています。 

・安全指導：安全上特に必要なものがある場合にあげています。 

・体調管理：活動の特性から特に注意すべき点がある場合にあげています。 

・指導のポイント：活動の特性を生かすための留意事項をあげています。 
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基礎プログラム 

プログラムの概略を示しています。 

 

 

 

４．プログラムの展開 

 典型事例におけるおおまかな活動の流れをあげています。体験時間の長さは

その活動を完結するために必要な時間の目安として示してありますので、実践

に際してはこれを最低限必要な時間と考えてください。 

また、全ての活動で、活動に入る導入である「はじめに」、活動を効果的に終

えるまとめの「ふりかえり」を行うことが望ましいと考え、設定しています。 

 

５．展開 

 そのプログラムの準備段階として前に配置することが適当なプログラム、あ

るいは、そのプログラムのねらいをさらに追求し発展させるために、前後で実

施することできるプログラムなどについて紹介しています。実践でのプログラ

ムの組み合わせを考えるヒントにしてください。 
 

 森林（野外）での活動をするには 

 

 森林教育を行うにあたって森林など野外で体験活動を行えば、わくわくする楽し

い活動につながるでしょう。ただし、森林での活動には室内で活動をする以上に気

を配る必要があります。森林での体験活動に共通する一般的な事柄を挙げてみまし

た。実際に行うには、安全に十分配慮して行いましょう。 

  

下見   現場の下見と、指導者間での打ち合わせも十分にしましょう。 

 天候   晴れ以外の雨天もあります。そのため、雨よけの避難所の確保や当日

中止をする場合の連絡体制などがあります。また暑さ、寒さ、強風、

雷などへの配慮も必要です。 

 対象者  森林体験の経験、体調・配慮事項、興味等わかると参考になります。 

持ち物  飲み物、弁当等食料、タオル、軍手等。 

 服装   虫さされや怪我防止のため、長袖長ズボン、帽子、くるぶしより上ま

での靴下、動きやすい靴などの方がいいです。 

 緊急体制 救急箱、トランシーバーなど連絡手段、病院の場所の確認、緊急時の

搬送体制、保護者等への緊急連絡、保険の加入等の準備。 
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森林教育プログラム 

1 自然とのふれあい・楽しみ 

（１）自然を利用した遊び 

 

時期   10月  

時間   30分 

場所   雑木林 

対象者  小学生（低学年） 10人 

指導者  １人 

補助者  なし 

 

１．ねらい 

1) 身近な自然に興味を持つ。 

 

２．事前準備 

 ・下見       使用できる落ち葉の確認 

・道具       特になし 

・持ち物・服装   特になし 

 

３．留意事項 

 ・天候       雨天中止 

・安全指導     ウルシなど危険な植物への注意 

・体調管理     特になし 

・指導のポイント  勝負ではなく楽しさを優先させる 
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（１）自然を利用した遊び 

 

秘密基地づくり、木登り、落ち葉遊び、草花遊びなどをします。 

 

 

４．プログラムの展開 

 

時 間 活 動 備 考 

導入 

(3分) 
はじめに 

 活動の説明 

 

・実演する 

・危険への注意をする 

体験 

(25分) 
葉っぱじゃんけん 

グーチョキパーに似た葉を探し

てじゃんけんをする 

 

 

 

・勝ち負けにこだわらせない 

まとめ 

(2分) 
ふりかえり 

 感想、まとめ 

 

 

・自然の造形に関心を持たせる 

 
５．展開 

  散歩・散策（３）から歩道上の落ち葉を拾っての展開 
  じゃんけんに使った落ち葉の観察・学習（９）への展開 
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森林教育プログラム 

1 自然とのふれあい・楽しみ 

（２）自然に親しむゲーム 

 

時期   11月  

時間   4時間 

場所   雑木林、公園 

対象者  小学生（高学年） 30人 

指導者  3人 

補助者  6人 

 

１．ねらい 

1）身近な自然に目を向け、興味を持つ。 

2）仲間と力を合わせて課題に挑戦する。 

 

２．事前準備 

 ・下見       危険箇所、待避ルートの確認 

・道具       ワークシート 

 ・持ち物・服装   昼食、水筒、筆記用具、長袖長ズボン、帽子 

 

３．留意事項 

 ・天候       小雨決行 

・安全指導     行動範囲の明示 

走らないことを徹底 

・体調管理     特になし 

・指導のポイント  活動中に出会う様々な自然にも目を向けさせる 
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（２）自然に親しむゲーム 

 

自然に親しみ、気づきをはぐくむゲームをします。 

 

 

４．プログラムの展開 

 

時 間 活 動 備 考 

導入 

(20分） 
はじめに 

活動の説明、諸注意 

班ごとの作戦タイム 

 

 

 

・危険への注意をする 

体験 

(210分) 

 

ウォークラリー 

11の課題に挑戦する 

昼食をとる 

・終了時刻に戻れるようにする 

・休憩をとらせる 

・トイレに行く機会を設ける 

・全員に積極的に取り組ませる 

まとめ 

(30分) 
ふりかえり 

感想、まとめ 

 

 

・自然に興味を持たせる 

 

５．展開 

  興味、関心を持った対象の観察・学習（９）（１０）への展開 
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森林教育プログラム 

1 自然とのふれあい・楽しみ 

（3）自然に親しむ散歩、散策 

 

時期   5月  

時間   1時間30分 

場所   公園 

対象者   小学生（低学年） 90人 

指導者  3名 

補助者  1名 

 

 

１．ねらい 

1）五感を使って森林を感じる、親しむ。 

2）森林の木、生き物にふれる。 

3) 身近な自然との関わり方のマナーを学ぶ。 

 

２．事前準備 

 ・下見       危険箇所、待避ルートの確認 

 ・道具       特になし 

 ・持ち物・服装   長袖長ズボン、帽子 

                          

３．留意事項 

 ・天候       小雨決行 

 ・安全指導     行動範囲の明示 

・体調管理      特になし 

・指導のポイント  五感を働かせて森林に親しめるようにする 

知識より森林の中のすがすがしさなどを感じさせる 

むやみに動植物を採取したりしない 
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（３）自然に親しむ散歩、散策 

 

自然に親しむために散歩や遠足などで自然の中を歩きます。 

 

 

４．プログラムの展開 

 

時 間 活 動 備 考 

導入 

(10分) 
はじめに 

 活動の説明、諸注意 

 

 

・危険への注意をする 

体験 

(70分) 
散策 

 ゆったりと歩く 

 

・休憩をとる 

まとめ 

(10分) 
ふりかえり 

 感想、まとめ 

 

 

・自然に興味を持たせる 

 
５．展開 

  歩道上の落ち葉を拾って落ち葉じゃんけん（１）への展開 
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森林教育プログラム 

2 保健休養  

（４）花見、紅葉狩り 

 

時期   4月  

時間   3時間 

場所   公園 

対象者  幼稚園生 50人  

指導者  6人 

補助者  なし 

 

 

１．ねらい 

1) 季節を楽しむ。 

2) 自然への関心を持つ。 

 

２．事前準備 

 ・下見       危険箇所、待避ルートの確認 

 ・道具       特になし 

 ・持ち物・服装   昼食、水筒、長袖長ズボン、帽子 

 

３．留意事項 

 ・天候       小雨決行 

・安全指導     行動範囲の明示 

走らないことを徹底 

・体調管理      特になし 

・指導のポイント  五感を働かせて森林に親しめるようにする 

知識より森林の中のすがすがしさなどを感じさせる 

むやみに動植物を採取しない 
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（４）花見、紅葉狩り 

 

春の花、秋の紅葉など四季の自然を楽しみます。 

 

 

４．プログラムの展開 

 

時 間 活 動 備 考 

導入 

(10分) 
はじめに 

 活動の説明、諸注意 

 

 

・危険への注意をする 

体験 

(150分) 
花見 

 ゆっくりと花を楽しむ 

 

 

・休憩をとる 

まとめ 

(20分) 
ふりかえり 

 感想、まとめ 

 

 

・自然に興味を持たせる 

 
５．展開 

  花が咲く様子を絵に描くなどする創作活動（３３）への展開 
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森林教育プログラム 

2 保健休養  

（５）心身の健康のための休養 

 

時期   6月 

時間   1時間30分 

場所   天然林 

対象者  大人 10人 

指導者  1人（専門家） 

補助者  1人 

 

 

１．ねらい 

1） 森林の環境でリラックスする。 

2） 五感を使って森林を感じ、親しむ。 

 

２．事前準備 

 ・下見       危険箇所、待避ルートの確認 

・道具       特になし 

 ・持ち物・服装   長袖長ズボン、帽子 

 

３．留意事項 

 ・天候       雨天中止 

 ・安全指導     危険な生物への注意 

・体調管理     参加者の体調、体力に配慮する 

 ・指導のポイント  安心してゆったりできるよう配慮する 

五感を働かせて森林の環境にとけ込ませる 
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（５）心身の健康のための休養 

 

心身の健康のために自然で休んだり歩いたりします。 

 

 

４．プログラムの展開 

 

時 間 活 動 備 考 

導入 

(10分) 
はじめに 

 活動の説明、諸注意 

 

・危険への注意をする 

・安心感を与える 

体験 

(70分) 
森林浴 

 ゆったりと歩く、休む 

 

・無理のないペースで歩く 

・ゆったりできる時間をもつ 

まとめ 

(10分) 
ふりかえり 

まとめ 

 

 

・満たされた気分を確認する 

 
５．展開 

  木の実をとって食べる（３０）への展開 
食材を採取（１６）し、料理して食べる（３２）への展開 
絵を描いたり詩を創作したり（３３）への展開 
コンサートや演劇を鑑賞する（３４）への展開 
展覧会を鑑賞する（３５）への展開 
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森林教育プログラム 

３ 野生生物保護 

（６）野生生物保護のための調査 

 

時期   2月  

時間   6時間 

場所   人工林 

対象者  大学生 20人 

指導者  2人(森林ボランティア) 

補助者  なし 

 

１．ねらい 

1）森林を管理することの重要性を認識する。 

2）森林測定の方法を理解する。 

3）地域の自然、環境への理解を深める。 

 

２．事前準備 

 ・下見       危険箇所、待避ルート確認 

 ・道具       樹高測定器、直径巻尺、調査票、バインダー 

 ・持ち物・服装   水筒、昼食、筆記用具、長袖長ズボン、帽子、軍手 

 

３．留意事項 

 ・天候       小雨決行 

・安全指導     危険な生物への注意 

斜面での移動の注意 

・体調管理     参加者の体調や体力に配慮する 

・指導のポイント  安全第一で行い無理をさせない 

説明はわかりやすく丁寧に行う 
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（６）野生生物保護のための調査 

 

動物、昆虫、植物やその生息環境を調査します。 

 

 

４．プログラムの展開 

 

時 間 活 動 備 考 

導入 

(10分) 
はじめに 

 活動の説明、諸注意 

 

・危険への注意をする 

・服装の確認をする 

体験 

(340分) 
樹木の健康診断  

調査用具の使い方 

樹高、直径などを調査 

昼食 

 

 

・休憩をとる 

・参加者の体調に注意する 

・作業の進行管理をする 

まとめ 

(10分) 
ふりかえり 

 感想、まとめ 

 

・道具の確認、収納をする 

・保護への貢献を確認する 

 
５．展開 

  調査結果を基に生息環境整備（８）への展開 
  調査結果を基に環境整備（１８）への展開 
  調査結果を基に林業作業（２２）（２３）（２４）（２５）などへの展開 
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森林教育プログラム 

３ 野生生物保護 

（７）野生生物保護のための繁殖、飼育 

 

時期   10月 

時間   2時間30分 

場所   雑木林 

対象者  小学生（高学年） 30人 

指導者  2人 

補助者  3人 

 

１．ねらい 

1）森林を育むことの大切さを学ぶ。 

2）地域の自然、環境への理解を深める。 

 

２．事前準備 

 ・下見       ドングリの落果状況確認 

           危険箇所、待避ルートの確認 

・道具       ビニール袋、ビニールポット、移植ごて、じょうろ 

 ・持ち物・服装   水筒、長袖長ズボン、帽子、軍手 

 

３．留意事項 

 ・天候         小雨決行 

・安全指導      行動範囲の明示 

道具類の管理 

・体調管理     参加者の体調や体力に配慮する 

・指導のポイント  体験を通して楽しく学ぶことを第一とする 

           活動中に出会う様々な自然にも目を向けさせる 
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（７）野生生物保護のための繁殖、飼育 

 

繁殖飼育や苗木育成、植え付けなどをします。 

 

 

４．プログラムの展開 

 

時 間 活 動 備 考 

導入 

(10分) 
はじめに 

 活動の説明、諸注意 

 

・危険への注意をする 

・服装の確認をする 

体験 

(130分) 
ドングリ拾い  

 ドングリを拾う 

ドングリ播種  

ビニールポットにまく 

 

 

 

 

・参加者の体調に注意する 

・作業の進行管理をする 

まとめ 

(10分) 
ふりかえり 

 感想、まとめ 

 

・道具の確認、収納をする 

・保護への貢献を確認する 

 
５．展開 

  散策（３）からドングリを拾っての展開 

  苗木の成長の観察・学習（９）への展開 

  育成した苗木による植樹・植林（２２）への展開 
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森林教育プログラム 

３ 野生生物保護 

（８）野生生物保護のための生育環境整備 

 

時期   3月  

時間   3時間 

場所   雑木林 

対象者  小学生（高学年） 30人 

指導者  4人（専門家2） 

補助者  2人 

 

１．ねらい 

1）森林や自然への理解、関心を持つ。 

2）地域の自然、環境へ貢献する意欲を高める。 

 

２．事前準備 

 ・下見       巣箱をかける木の確認 

危険箇所、待避ルートの確認 

 ・道具       ノコギリ、木材、紐、金づち、くぎ、はしご他 

 ・持ち物・服装   長袖長ズボン、帽子、軍手 

 

３．留意事項 

 ・天候       雨天中止 

・安全指導     道具類の扱い、管理 

          高所作業時の安全確保 

・体調管理     参加者の体調や体力に配慮する 

・指導のポイント  主体的に役割分担を担えるよう援する 

体験を通じて楽しく学ぶことを優先する 
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（８）野生生物保護のための生育環境整備 

 

草刈りや清掃などをして野生生物の生息環境を整備します。 

 

 

４．プログラムの展開 

 

時 間 活 動 備 考 

導入 

(10分) 
はじめに 

 活動の説明、諸注意 

 

・危険への注意をする 

・服装を確認する 

体験 

(150分) 
巣箱作り  

 班で巣箱１つを作り、サインを

入れる 

巣箱かけ  

巣箱を木にかける 

 

 

・道具類の使い方を指導する 

 

 

・高所作業時の安全を確保する 

・作業の進行管理をする 

講義 

(10分) 
鳥と森との関わり 

巣箱をかける意味 

 

 

・保護への貢献を確認する 

まとめ 

(10分) 
ふりかえり 

 感想、まとめ 

 

 

・道具の確認、収納をする 

 
５．展開 

  野鳥の観察（９）や調査（６）からの展開 

  巣箱の利用状況の観察・学習（９）への展開 
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森林教育プログラム 

4 自然観察・学習 

（９）生物の観察・学習 

 

時期   6月  

時間   1時間30分 

場所   雑木林 

対象者  小学生（高学年） 30人 

指導者  2人(昆虫専門家1) 

補助者  なし 

 

１．ねらい 

1) 自然への親しみや関心を深める。 

2) 生物に関する科学的知識を得る。 

 

２．事前準備 

 ・下見       観察ルートの確認 

           危険箇所、待避ルートの確認 

 ・道具       捕虫網、ルーペ 

 ・持ち物・服装   水筒、筆記用具、長袖長ズボン、帽子 

 

３．留意事項 

 ・天候       小雨決行 

・安全指導     危険な生物への注意 

斜面での移動の注意 

・体調管理     参加者の体調、体力に配慮する 

・指導のポイント  専門的な話しを盛り込み、生物への興味をひく 

活動中に出会う自然にも目を向けるよう配慮する 

体験を通して楽しく学べるよう配慮する 

説明は分かりやすく丁寧に行う 
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（９）生物の観察・学習 

 

動物や昆虫、植物など生物を観察・学習します。 

 

 

４．プログラムの展開 

 

時 間 活 動 備 考 

導入 

(10分) 

 

はじめに 

活動の説明、諸注意 

 

・危険への注意をする 

・服装の確認をする 

体験 

(70分) 
昆虫観察会 

発見した昆虫の説明 

 

 

・説明は広い場所で行う 

まとめ 

(10分) 
ふりかえり 

感想、まとめ 

 

 

・生物への関心を持たせる 

 

 
５．展開 

  散策（３）、ハイキング（３６）のなかでの展開 

生物保護のための調査（６）への展開 
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森林教育プログラム 

4 自然観察・学習 

（１０）環境の観察・学習 

 

時期   11月  

時間   1時間30分 

場所   人工林、雑木林 

対象者   小学生（高学年） 30人 

指導者  2人（森林専門家1） 

補助者  なし 

 

１．ねらい 

1）自然への親しみや関心を深める。 

2）自然と人間の関わりについて考える。 

3）地域の自然、環境への理解を深める。 

 

２．事前準備 

 ・下見       観察ルートの確認 

           危険箇所、待避ルートの確認 

 ・道具       双眼鏡 

 ・持ち物・服装   水筒、筆記用具、長袖長ズボン、帽子 

 

３．留意事項 

 ・天候       小雨決行 

・安全指導     危険な生物への注意 

斜面での移動への注意 

・体調管理     参加者の体調、体力に配慮する 

・指導のポイント  専門的な話を盛り込み、環境への興味をひく 

活動中出会う自然にも目を向けるよう配慮する 

           体験を通じて楽しく学べるよう配慮する 

           説明はわかりやすく丁寧に行う 
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（１０）環境の観察・学習 

 

水や土、地形などを観察・学習します。 

 

 

４．プログラムの展開 

 

時 間 活 動 備 考 

導入 

(10分) 

 

はじめに 

活動の説明、諸注意 

 

・危険への注意をする 

・服装確認をする 

体験 

(70分) 
源流探索 

小渓流を遡り源流部を探索 

 

 

・説明は広い場所で行う 

まとめ 

(10分) 
ふりかえり 

感想、まとめ 

 

 

・環境への関心を持たせる 

 

 
５．展開 

  散策（３）やハイキング（３６）のなかで展開 

環境整備（１８）への展開 
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森林教育プログラム 

4 自然観察・学習 

（１１）施設の見学 

 

時期   6月  

時間   2時間 

場所   人工林、天然林（渓流） 

対象者  小学生（高学年） 30人 

指導者  3人（専門家1） 

補助者  なし 

 

１．ねらい 

1) 自然の力、災害に興味を持つ。 

2) 災害への対処について理解を深める。 

 

２．事前準備 

 ・下見       ルートの確認 

           危険箇所、待避ルートの確認  

・道具       ヘルメット、説明資料 

 ・持ち物・服装   筆記用具、長袖長ズボン、帽子 

 

３．留意事項 

 ・天候       小雨決行 

・安全指導     斜面での移動への注意 

ヘルメット着用の徹底 

・体調管理     参加者の体調、体力に配慮する 

・指導のポイント  専門的な話しを盛り込み、施設への興味をひく 

          活動中出会う自然にも目を向けるよう配慮する 

体験を通じて楽しく学べるよう配慮する 

説明は丁寧にわかりやすく行う 
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（１１）施設の見学 

 

自然の中にあるダムなどの施設を見学します。 

 

 

４．プログラムの展開 

 

時 間 活 動 備 考 

導入 

(10分) 

 

はじめに 

 活動の説明、諸注意 

 

・危険への注意をする 

・ヘルメット、服装確認をする 

体験 

(100分) 

 

ダムの見学 

土石流について 

監視カメラ、雨量計の役割 

 

・メモをとるように促す 

・土石流の規模を実感する 

・施設の役割を理解させる 

まとめ 

(10分) 
ふりかえり 

感想、まとめ 

 

・ヘルメットを回収する 

・自然への関心を持たせる 

 

５．展開 

  ハイキング、登山（３６）や冒険コース（４０）と並行して展開 
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森林教育プログラム 

4 自然観察・学習 

（１２）林業の見学 

 

時期   1月  

時間   40分 

場所   人工林（スギ林生産現場） 

対象者  小学校（高学年） 30人 

指導者  3人（森林専門家1） 

補助者  2人（林業技術者2） 

 

１．ねらい 

1）林業への興味を持つ。 

2）地域の自然、環境と産業への理解を深める。 

 

２．事前準備 

 ・下見       見学ルートの確認 

           危険箇所、待避ルートの確認 

・道具       ヘルメット、説明資料 

 ・持ち物・服装   筆記用具、長袖長ズボン、帽子 

 

３．留意事項 

 ・天候       小雨決行 

・安全指導     斜面での移動への注意 

ヘルメット着用の徹底 

・体調管理     参加者の体調、体力に配慮する 

・指導のポイント  専門的な話しを盛り込み、林業への興味をひく 

          活動中出会う自然にも目を向けるよう配慮する 

説明はわかりやすく丁寧に行う 
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（１２）林業の見学 

 

伐採などの林業作業を見学します。 

 

 

４．プログラムの展開 

 

時 間 活 動 備 考 

導入 

(10分) 
はじめに 

活動の説明、諸注意 

 

・危険への注意をする 

・ヘルメット、服装確認をする 

体験 

(20分) 

 

生産現場の見学 

スギの伐倒を見学 

林業機械、土場などを見学 

 

 

・メモをとるよう促す 

・林業機械をデモする 

まとめ 

(10分) 
ふりかえり 

感想、まとめ 

 

・ヘルメットを回収する 

・林業への関心をもたせる 

 

５．展開 

  ハイキング、登山（３６）や冒険コース（４０）と並行して展開 

林業体験（２２）（２３）（２４）（２５）（２６）への展開 
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森林教育プログラム 

5 観察や学習目的の採集 

（１３）観察や学習のための動植物採集 

 

時期   8月  

時間  4時間 

場所   雑木林 

対象者  小学生（高学年） 30人 

指導者  3人（昆虫専門家1、教員2） 

補助者  3人 

 

１．ねらい 

1）自然への興味、関心を持つ。 

2）地域の自然、環境への理解を深める。 

 

２．事前準備 

 ・下見      採集ルートの確認 

危険箇所、待避ルートの確認      

・道具      捕虫網、虫かご 

 ・持ち物・服装  昼食、水筒、筆記用具、長袖長ズボン、帽子 

 

３．留意事項 

 ・天候       雨天中止 

・安全指導     危険な生物への注意 

斜面での移動の注意 

・体調管理     参加者の体調、体力に配慮する 

・指導のポイント  体験を通じて楽しく学べるよう配慮する 

活動中に出会う自然にも目を向けるよう配慮する 
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（１３）観察や学習のための動植物採集 

 

観察や学習のために動物、昆虫、植物などをとります。 

 

 

４．プログラムの展開 

 

時 間 活 動 備 考 

導入 

(10分) 
はじめに 

活動の説明、諸注意 

 

・危険への注意をする 

・服装の確認をする 

体験 

(120分) 
昆虫採集 

発見した昆虫を採集 

採集した昆虫の説明 

昼食をとる 

昆虫クイズ 

昆虫の不思議のクイズ 

 

 

・積極的な取り組みを促す 

・広い場所で行う 

・熱中症に注意する 

 

 

・楽しく取り組めるよう配慮す

る 

まとめ 
ふりかえり 

感想、まとめ 

 

 

・自然への関心をもたせる 

 

５．展開 

  採集した昆虫の観察・学習（９）への展開 

採集した昆虫の繁殖・飼育（７）への展開 
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森林教育プログラム 

６ 利用目的の採取 

（１４）燃料の採取 

 

時期   12月  

時間   1時間20分 

場所   雑木林 

対象者  小学生（高学年） 30人 

指導者  2人（森林専門家1） 

補助者  なし 

 

１．ねらい 

1）自然や森林と人間の関係に興味、関心を持つ。 

2）地域の自然、環境への理解を深める。 

 

２．事前準備 

 ・下見       採取できる枯れ枝や落ち葉などの確認 

           危険箇所、待避ルートの確認  

 ・道具       ヒモ、袋 

 ・持ち物・服装   長袖長ズボン、長靴、帽子、軍手 

 

３．留意事項 

 ・天候       雨天中止 

・安全指導     危険な生物への注意 

斜面での移動の注意 

          枝をかついだり振り回したりしないよう指導 

・体調管理     参加者の体調、体力に配慮する 

・指導のポイント  薪に適した枝の条件を理解させる 

          効率よく集め、運ぶ方法について考えさせる 

       活動中に出会う自然にも目を向けるよう配慮する 
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（１４）燃料の採取 

 

燃料にするためにたき木や落ち葉などを集めます。 

 

 

４．プログラムの展開 

 

時 間 活 動 備 考 

導入 

(10分) 
はじめに 

 活動の説明、諸注意 

 

・危険への注意をする 

・服装の確認をする 

体験 

(60分) 
薪拾い 

落ちている枝を拾い集める 

 

・森林内の歩き方を指導する 

・集め方、運び方を工夫させる 

まとめ

(10分) 
ふりかえり 

感想、まとめ 

 

・自然の恵みへの関心をもたせ

る 

 

５．展開 

  散策（３）から枯れ枝や落ち葉を集めての展開 

採取した枯れ枝や落ち葉を利用して野外料理（３２）への展開 
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森林教育プログラム 

６ 利用目的の採取  

（１５）工作・クラフトのための材料採取 

 

時期   10月  

時間   2時間 

場所   雑木林 

対象者  小学生（低学年） 30人 

指導者  2名（森林専門家1、教員1） 

補助者  なし 

 

１．ねらい 

1）身近な自然に目を向け、興味を持つ。 

2）地域の自然、環境への理解を深める。 

 

２．事前準備 

 ・下見       採取できる木の実や落ち葉などの確認 

           危険箇所、待避ルートの確認 

 ・道具       剪定ばさみ 

 ・持ち物・服装   袋、長袖長ズボン、帽子、軍手 

 

３．留意事項 

 ・天候        雨天中止 

・安全指導      危険な生物への注意 

斜面での移動への注意 

・体調管理      参加者の体調、体力に配慮する 

・指導のポイント  体験を通じて楽しく学べるよう配慮する 

           活動中に出会う自然にも目を向けるよう配慮する 

           必要以上に採取しないよう指導する 
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（１５）工作・クラフトのための材料採取 

 

工作やクラフトの材料にする木、木の実、草花などをとります。 

 

 

４．プログラムの展開 

 

時 間 活 動 備 考 

導入 

(10分) 
はじめに 

活動の説明、諸注意 

 

・危険への注意をする 

・服装の確認をする 

体験 

(100分) 
木の実・落ち葉拾い 

面白い形をした木の実を拾う

紅葉した落ち葉を拾う 

つる切り 

木に登っているつるを切る 

 

 

・木の実への興味をもたせる 

・落ち葉への興味をもたせる 

 

 

・道具の使い方を支援する 

まとめ

(10分) 
ふりかえり 

感想、まとめ 

 

・自然の恵みへの関心をもたせ

る 

 

５．展開 

  散策（３）から木の実や落ち葉を集めての展開 

採取した木の実や落ち葉を利用して工作・クラフト（２９）への展開 
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森林教育プログラム 

６ 利用目的の採取  

（１６）食材の採取 

 

時期   10月  

時間   1時間 

場所   雑木林 

対象者  小学生 30人 

指導者  2人（森林専門家1、教員1） 

補助者  1人 

 

１．ねらい 

1) 樹木への関心を深める。 

2) 身近な自然への親しみを持つ。 

 2) 自然の恵みへの理解を深める。 

 

２．事前準備 

 ・下見       採取できる木の実などの確認 

           危険箇所、待避ルートの確認 

 ・道具       剪定ばさみ、ナタ 

 ・持ち物・服装   袋、長袖長ズボン、帽子、軍手 

 

３．留意事項 

 ・天候       小雨決行 

・安全指導     危険な生物への注意 

斜面での移動への注意 

有毒なものを誤って採取しないよう指導 

・体調管理      参加者の体調、体力に配慮する 

・指導のポイント  活動を通じて楽しく学べるよう配慮する 

          活動中に出会う自然にも目を向けるよう配慮する 

          必要以上に採取しないよう指導する 

樹木を痛めないよう指導する 
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（１６）食材の採取 

 

食べるために山菜やキノコ、木の実、魚などをとります。 

 

 

４．プログラムの展開 

 

時 間 活 動 備 考 

導入 

(10分) 
はじめに 

活動の説明、諸注意 

 

・危険への注意をする 

・服装の確認をする 

体験 

(40分) 
木の実とり 

食べられる木の実をとる 

・食べられる木の実を教える 

・採取の仕方を指導する 

・道具の使い方を指導する 

まとめ

(10分) 
ふりかえり 

感想、まとめ 

 

・自然の恵みへの関心を持たせ

る 

 

５．展開 

  散策（３）から食べられる木の実を見つけての展開 

  採取した木の実をその場で食べる食体験（３０）への展開 

採取した木の実を利用して野外料理・食事（３２）への展開 
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森林教育プログラム 

６ 利用目的の採取  

（１７）堆肥づくり 

 

時期   1月  

時間   4時間 

場所   雑木林 

対象者  大学生 100人 

指導者  4人（森林専門家2、教員2） 

補助者  なし 

 

１．ねらい 

1）落ち葉や林床への興味を持つ。 

2）自然の恵みへの理解を深める。 

 

２．事前準備 

 ・下見       採取できる落ち葉の確認 

           堆肥を積み込む場所の確認 

           危険箇所、待避ルートの確認 

 ・道具       熊手、袋、ブルーシート、スコップ 

 ・持ち物・服装   昼食、長袖長ズボン、帽子、軍手 

 

３．留意事項 

 ・天候       雨天中止 

・安全指導     行動範囲を明示する 

     斜面での移動への注意 

・体調管理     参加者の体調、体力に配慮する 

・指導のポイント  活動を通じて楽しく学べるよう配慮する 

          活動中に出会う自然にも目を向けるよう配慮する 
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（１７）堆肥づくり 

 

堆肥をつくるために落ち葉掃き（落ち葉集め）をして積みます。 

 

 

４．プログラムの展開 

 

時 間 活 動 備 考 

導入 

(20分) 
はじめに 

活動の説明、諸注意 

 

・危険への注意をする 

・服装、道具の確認をする 

体験 

(210分) 
落ち葉掃き 

落ち葉を熊手などで集積する 

昼食 

穴掘り 

堆肥を集積する穴を掘る 

積み込み 

穴の中に落ち葉を積み込む 

 

 

・採取マナーを指導する 

 

 

・作業の分担や協力を指導する 

・穴の掘り方を指導する 

まとめ

(10分) 
ふりかえり 

感想、まとめ 

 

・自然の恵みへの関心を持たせ

る 

 

５．展開 

  集めた落ち葉を利用して遊び（１）への展開 

  集めた落ち葉を利用して落ち葉アートなど（１５）（２９）への展開 

集めた落ち葉を利用したたき火で野外料理・食事（３２）への展開 

後に発生するカブトムシなどの観察・学習（９）への展開 

後に出来る堆肥を利用しての農業体験への展開 

 
 



 - 42 - 

森林教育プログラム 

 7 自然環境整備 

（１８）環境整備 

 

時期   2月  

時間   2時間30分 

場所   雑木林 

対象者  中学生 30人 

指導者  2人（森林専門家1、教員1） 

補助者  2人 

 

１．ねらい 

1）地域の環境問題に関心を持つ。 

2）地域の環境問題に貢献する 

 

２．事前準備 

 ・下見       ゴミの状況の確認 

           危険箇所、待避ルートの確認   

・道具       ゴミ袋、火ばさみ 

 ・持ち物・服装   長袖長ズボン、帽子、軍手 

 

３．留意事項 

 ・天候       小雨決行 

・安全指導     斜面での移動に注意 

行動範囲を明示する 

          ガラス等の危険物への対処 

・体調管理     参加者の体調、体力に配慮する 

・指導のポイント  人の行為と生物の生息環境の関係に気づかせる 

          環境問題に直接関与できることに気づかせる 
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（１８）環境整備 

 

自然環境を整備するために草刈り、伐採、清掃などをします。 

 

 

４．プログラムの展開 

 

時 間 活 動 備 考 

導入 

(10分) 
はじめに 

活動の説明、諸注意 

 

・危険への注意をする 

・服装、道具の確認をする 

体験 

(120分) 
クリーンウォーク 

森林内のゴミを拾い集積する 

 

 

・真剣に取り組むよう指導する 

まとめ

(10分) 
ふりかえり 

感想、まとめ 

 

 

・環境保全への関心を持たせる 

 

５．展開 

  散策（３）でのゴミへの気づきからの展開 
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森林教育プログラム 

８ 施設作設 

（１９）小屋・ツリーハウスづくり 

 

時期   7月  

時間   4時間 

場所   雑木林 

対象者  小学生（高学年） 30人 

指導者  3人（森林専門家2、教員1） 

補助   5人 

 

１．ねらい 

1）森林の様々なものにふれ、興味、関心を持つ。 

2）森林の様々なものが利用できることを知る。 

3）森林に親しみを感じる。  

 

２．事前準備 

 ・下見       小屋を作る材料の採取範囲の確認 

           小屋を作る場所の確認 

           危険箇所、待避ルートの確認 

・道具       ノコギリ、ハサミ、ロープ、ひも 

 ・持ち物・服装   長袖長ズボン、帽子、軍手 

 

３．留意事項 

 ・天候       雨天中止 

・安全指導     行動範囲を明示する 

丸太や枝葉でけがをしないよう指導する 

・体調管理     参加者の体調、体力に配慮する 

・指導のポイント  材料の採取でむやみに自然を痛めないよう指導する 

          立木など自然物を活かす工夫ができるよう支援する 

          仲間との分担や協力ができるよう支援する 

          作った小屋と生活の住居との共通点に気づかせる 
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（１９）小屋・ツリーハウスづくり 

 

小屋やツリーハウスを作ります。 

 

 

４．プログラムの展開 

 

時 間 活 動 備 考 

導入 

(10分) 
はじめに 

活動の説明、諸注意 

 

・危険への注意をする 

・服装、道具の確認をする 

体験 

(200分) 
小屋作り 

森林の素材で小屋を作る 

昼食 

作った小屋で過ごす 

・作り方を示唆する 

・道具の使い方を指導する 

・真剣に取り組むよう指導する 

 

まとめ

(30分) 
ふりかえり 

感想、まとめ 

 

・自然の恵みへの関心を持たせ

る 

 

５．展開 

  間伐・除伐（２５）、下刈り・下草刈り（２３）からの展開 

  小屋に泊まるキャンプ（３１）への展開 

  小屋の構造や作る過程との比較で林業の見学（１２）への展開 
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森林教育プログラム 

8 施設作設 

（２０）歩道づくり 

 

時期   11月  

時間   5時間 

場所   雑木林 

対象者  中学生 30人 

指導者  5名（森林専門家4、教員1） 

補助者  なし 

 

１．ねらい 

1）地域の森林・林業に関心を持つ。 

2）地域の森林管理・利用に貢献する。 

 

２．事前準備 

 ・下見       作業予定箇所の確認 

           危険箇所、待避ルートの確認 

・道具       ノコギリ、ナタ、かけや、ロープ、ヘルメット 

 ・持ち物・服装   昼食、水筒、長袖長ズボン、帽子、軍手、タオル 

 

３．留意事項 

 ・天候       雨天中止。 

・安全指導     丸太やかけやでけがをしないよう指導する 

          斜面での移動に注意 

グループで分担、協力して取り組むよう指導する 

・体調管理     参加者の体調、体力に配慮する 

・指導のポイント  専門的な話を盛り込み、歩道の役割を伝える 

学習しやすい環境、雰囲気を作る 
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（２０）歩道づくり 

 

散策路、歩道、作業路など歩道をつくります。 

 

 

４．プログラムの展開 

 

時 間 活 動 備 考 

導入 

(20分) 
はじめに 

活動の説明、諸注意 

 

・危険への注意をする 

・服装、道具確認をする 

体験 

(260分) 
準備体操 

歩道作り 

 路面や階段を作る 

 昼食 

 路面や階段を作る 

道具の手入れ 

使用した道具を手入れする 

・楽しく取り組めるよう配慮す

る 

 

 

・道具の使い方を指導する 

・林内の歩き方を指導する 

・落石等の危険を指導する 

・集中して行うよう指導する 

・道具の手入れを指導する 

・道具の確認、収納をする 

まとめ

(20分) 
ふりかえり 

感想、まとめ 

 

 

・体調、怪我等を確認する 

 

５．展開 

  散歩・散策（３）で歩道整備の必要への気づきからの展開 

  整備した歩道を利用して散歩・散策（３）などへの展開 
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森林教育プログラム 

８ 施設作設 

（２１）遊具づくり 

 

時期   10月  

時間   6時間 

場所   雑木林 

対象者  大人 15人 

指導者  1人（森林専門家） 

補助者  1人 

 

１．ねらい 

1）地域の森林を活かす。 

2）子ども達に自然体験の場を提供する。 

 

２．事前準備 

 ・下見       遊具設置場所の確認 

           危険箇所、待避ルートの確認 

 ・道具       ノコギリ、ナタ、かけや、はしご 

 ・持ち物・服装   昼食、水筒、長袖長ズボン、帽子、軍手、タオル 

 

３．留意事項 

 ・天候       雨天中止 

・安全指導     高所作業や重量物でけがをしないよう指導する 

・体調管理     参加者の体調、体力に配慮する 

・指導のポイント  樹種や地形など遊具設置の適否を指導する 

          遊具の安全性が確保できるよう指導する 

 



 - 49 - 

（２１）遊具づくり 

 

ターザンロープ、木のブランコ、シーソーなどをつくります。 

 

 

４．プログラムの展開 

 

時 間 活 動 備 考 

導入 

(20分) 
はじめに 

活動の説明、諸注意 

 

・危険への注意をする 

・服装、道具注意をする 

体験 

(260分) 
準備体操 

遊具作り 

 遊具を作る 

 昼食 

 遊具を設置する 

遊具試乗 

 遊具に試乗し安全を確認する 

道具の手入れ 

使用した道具を手入れする 

 

 

 

・道具の使い方の指導をする 

・林内の歩き方の指導をする 

 

 

 

 

 

 

・道具の手入れを指導する 

・道具の確認、収納をする 

まとめ

(20分) 
ふりかえり 

感想、まとめ 

 

 

・体調、怪我等の確認をする 

 

５．展開 

  散歩・散策（３）で歩道整備の必要への気づきからの展開 

  整備した歩道を利用して散歩・散策（３）などへの展開 
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森林教育プログラム 

９ 林業作業 

（２２）植樹・植林 

 

時期   1月  

時間   5時間 

場所   人工林 

対象者  高校生 25人 

指導者  5人(森林専門家4、教員1) 

補助者  4人 

 

１．ねらい 

1）森林、林業に対する興味、関心を持つ。 

2）地域の自然、環境への理解を深める。 

 

２．事前準備 

 ・下見       危険箇所、待避ルートの確認 

 ・道具       ヘルメット、クワ、苗木 

 ・持ち物・服装   昼食、水筒、長袖長ズボン、軍手 

 

３．留意事項 

 ・天候       小雨決行 

・安全指導     斜面での移動に注意 

道具の扱いに注意 

・体調管理     参加者の体調、体力に配慮する 

・指導のポイント  専門的な話を盛り込み、森林・林業を伝える 

学習しやすい環境、雰囲気をつくる 

          自然や森林の楽しさを感じられるよう支援する 

安全第一で行い、無理をさせない 

説明はわかりやすく丁寧に行う 
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（２２）植樹・植林 

 

木を育てるために苗木を植えます。 

 

 

４．プログラムの展開 

 

時 間 活 動 備 考 

導入 

(30分) 
はじめに 

活動の説明、諸注意、 

 

・危険への注意をする 

・服装、道具注意をする 

体験 

(240分) 
植樹 

苗木を運搬する 

植え穴を掘り苗木を植栽する 

昼食  

道具の手入れ 

使用したクワを手入れする 

 

 

・道具の使い方を指導する 

・作業の安全指導をする 

 

 

・道具の手入れを指導する 

・道具の確認、収納をする 

まとめ 

(30分) 
ふりかえり 

感想、まとめ 

 

・苗木の今後について教える 

・体調、怪我等を確認する 

 

５．展開 

  環境の観察・学習（１０）などから植樹の必要への気づきからの展開 

  植栽した苗木の成長についての観察・学習（９）への展開 
  植栽した苗木の生長に伴う下刈り（２３）などへの展開 
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森林教育プログラム 

９ 林業作業 

（２３）下刈り・下草刈り 

 

時期   7月  

時間   5時間 

場所   人工林 

対象者   高校生 25人 

指導者  4人（森林専門家3、教員1） 

補助者  2人（林業技術者） 

 

１．ねらい 

1）森林・林業に対する興味、関心を持つ。 

2）地域の自然、環境への理解を深める。 

 

２．事前準備 

 ・下見       危険箇所、待避ルートの確認 

・道具       ヘルメット、下刈り鎌、研石、バケツ、オイル・雑巾 

 ・持ち物・服装   昼食、水筒、長袖長ズボン、軍手 

 

３．留意事項 

 ・天候       雨天中止 

・安全指導     斜面での移動に注意 

道具の扱いに注意 

他の作業者との間の安全に注意 

      危険な生物への注意 

・体調管理     参加者の体調、体力に配慮する 

          熱中症への注意を喚起し、参加者の様子を観察する 

・指導のポイント  専門的な話を盛り込み、森林・林業を伝える 

学習しやすい環境、雰囲気をつくる 

          自然や森林の楽しさを感じられるよう支援する 

安全第一で行い、無理をさせない 

説明はわかりやすく丁寧に行う 
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（２３）下刈り・下草刈り 

 

育てる木の生長を助けるために周囲の草を刈り払います。 

 

 

４．プログラムの展開 

 

時 間 活 動 備 考 

導入 

(30分) 
はじめに 

活動の説明、諸注意 

・危険への注意をする 

・服装、道具確認をする 

・鎌の使い方を実演する 

体験 

(240分) 
下刈り 

幼木の間の下草を刈り払う 

昼食 

道具の手入れ 

使用した鎌を研ぐ 

・道具の使い方を指導する 

・林内の歩き方を指導する 

・落石等の危険を教える 

・他の作業者との間隔を指示す

る 

・安全な研ぎ方を指導する 

・道具の確認、収納をする 

まとめ

(30分) 
ふりかえり 

感想、まとめ 

 

・林地の今後について教える 

・体調、怪我等の確認をする 

 

５．展開 

  下刈り前後の様子や、その後の推移について観察・学習（１０）への展開 

  幼木の成長についての観察・学習（９）への展開 
  枝打ち（２４）や間伐・除伐（２５）、伐採（２６）への展開 
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森林教育プログラム 

９ 林業作業 

（２４）枝打ち 

 

時期   1月  

時間   1時間30分 

場所   人工林 

対象者  小学生（高学年）90人 

指導者  8名（森林専門家5、教員3） 

補助者  13名 

 

１．ねらい 

1）森林・林業に対する関心を持つ。 

2）地域の自然、環境への理解を深める。 

 

２．事前準備 

 ・下見       危険箇所、待避ルートの確認 

 ・道具       ヘルメット、剪定ばさみ、ノコギリ 

 ・持ち物・服装   水筒、長袖長ズボン、軍手 

 

３．留意事項 

 ・天候       雨天中止 

・安全指導     斜面での移動に注意 

道具の扱いに注意 

・体調管理     参加者の体調、体力に配慮する 

・指導のポイント  専門的な話を盛り込み、森林・林業を伝える 

学習しやすい環境、雰囲気をつくる 

          自然や森林の楽しさを感じられるよう支援する 

安全第一で行い、無理をさせない 

説明はわかりやすく丁寧に行う 
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（２４）枝打ち 

 

良質な木材を得るために余分な枝を切り落とします。 

 

 

４．プログラムの展開 

 

時 間 活 動 備 考 

導入 

(20分) 

 

はじめに 

活動の説明、諸注意 

・危険への注意をする 

・服装・道具確認をする 

・作業を実演する 

体験 

(15分) 

 

 

 

枝打ち 

 所定の高さまでの枝を切る 

 

・道具の使い方を指導する 

・林内の歩き方を指導する 

・落石等の危険を教える 

・道具の確認、収納をする 

まとめ

(10分) 

 

ふりかえり 

感想、まとめ 

 

・枝打ち後について教える 

・体調、怪我等を確認する 

 

５．展開 

  切り落とした枝を利用して工作・クラフト（２９）への展開 
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森林教育プログラム 

９ 林業作業 

（２５）間伐・除伐 

 

時期   1月  

時間   2時間 

場所   人工林 

対象者  高校生 25人 

指導者  5人(森林専門家4、教員1) 

補助者  4人 

 

１．ねらい 

1）森林・林業に対する興味、関心を持つ。 

2）地域の自然、環境への理解を深める。 

 

２．事前準備 

・下見       危険箇所、待避ルートの確認 

・道具       ノコギリ、ヘルメット、チョーク 

 ・持ち物・服装   長袖長ズボン、軍手 

 

３．留意事項 

 ・天候       雨天中止 

・安全指導     斜面での移動に注意 

道具の扱いに注意 

伐倒時の安全確認を徹底 

・体調管理     参加者の体調、体力に配慮する 

・指導のポイント  専門的な話を盛り込み、森林・林業を伝える 

学習しやすい環境、雰囲気をつくる 

          自然や森林の楽しさを感じられるよう支援する 

安全第一で行い、無理をさせない 

説明はわかりやすく丁寧に行う 
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（２５）間伐・除伐 

 

森林を健全にするために木の間引き伐採をします。 

 

 

４．プログラムの展開 

 

時 間 活 動 備 考 

導入 

(20分) 
はじめに 

活動の説明、諸注意 

・危険への注意をする 

・服装・道具確認をする 

・作業を実演する 

体験 

(90分) 
間伐 

決められた手順で伐倒する 

・道具の使い方を指導する 

・伐倒時の安全確保を指導する 

・林内の歩き方を指導する 

・落石等の危険を教える 

・道具の確認、収納をする 

まとめ 

(10分) 
ふりかえり 

感想、まとめ 

 

・間伐後について教える 

・体調、怪我等を確認する 

 

５．展開 

  伐倒した木を利用して工作・クラフト（２９）への展開 

  伐倒した木を利用して小屋・ツリーハウス作り（１９）への展開 
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森林教育プログラム 

９ 林業作業 

（２６）伐採 

 

時期   12月  

時間   3時間 

場所   人工林   

対象者  高校生 25人 

指導者  4人（森林専門家3、教員1） 

補助者  2人 

 

１．ねらい 

1）森林・林業に対する興味、関心を持つ。 

2）地域の自然、環境への理解を深める。 

 

２．事前準備 

・下見       危険箇所、待避ルートの確認 

・道具       ヘルメット、ノコギリ、チョーク 

 ・持ち物・服装   長袖長ズボン、軍手 

 

３．留意事項 

 ・天候       雨天中止 

・安全指導     斜面での移動に注意 

道具の扱いに注意 

伐倒時の安全確認を徹底 

・体調管理     参加者の体調、体力に配慮する 

・指導のポイント  専門的な話を盛り込み、森林・林業を伝える 

学習しやすい環境、雰囲気をつくる 

          自然や森林の楽しさを感じられるよう支援する 

安全第一で行い、無理をさせない 

説明はわかりやすく丁寧に行う 
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（２６）伐採 

 

木材を収穫するために木を伐採します。 

 

 

４．プログラムの展開 

 

時 間 活 動 備 考 

導入 

(20分) 
はじめに 

活動の説明、諸注意 

・危険への注意をする 

・服装・道具確認をする 

・作業を実演する 

体験 

(150分) 
伐採 

決められた手順で伐倒する 

・道具の使い方を指導する 

・伐倒時の安全確保を指導する 

・林内の歩き方を指導する 

・落石等の危険を教える 

・道具の確認、収納をする 

まとめ 

(10分) 
ふりかえり 

感想、まとめ 

 

・伐採後について教える 

・体調、怪我等を確認する 

 

５．展開 

  伐倒した木を利用して歩道作り（２０）への展開 

  伐倒した木を利用して工作・クラフト（２９）への展開 

  伐倒した木を利用して小屋・ツリーハウス作り（１９）への展開 

  伐倒した木を製材所で製材してもらい林業の見学（１２）への展開 

  伐採後の林地への植樹・植林（２２）への展開 
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森林教育プログラム 

９ 林業作業 

（２７）キノコ栽培 

 

時期   3月  

時間   2時間30分 

場所   雑木林 

対象者  小学生（高学年）30人 

指導者  4人（森林専門家2、教員2） 

補助者  なし 

 

１．ねらい 

1）森林・林業に対する興味、関心を持つ。 

2）森林と自分の生活のつながりに気付く。 

3）森林でのキノコの役割を知る。 

 

２．事前準備 

 ・下見       作業場所の確認 

 ・道具       種コマ、ドリル、金づち 

 ・持ち物・服装   長袖長ズボン、帽子、軍手 

 

３．留意事項 

 ・天候       雨天中止 

・安全指導     道具の扱いに注意する 

・体調管理     参加者の体調、体力に配慮する 

・指導のポイント  専門的な話を盛り込み、森林・林業を伝える 

           学習しやすい環境、雰囲気をつくる 

           自然や森林の楽しさを感じられるよう支援する 

           説明はわかりやすく丁寧に行う 

           自然の恵みへの興味、関心を持たせる 
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（２７）キノコ栽培 

 

木を伐採してホダ木を作り菌を植えてキノコを育てます。 

 

 

４．プログラムの展開 

 

時 間 活 動 備 考 

導入 

(20分) 
はじめに 

活動の説明、諸注意 

・危険への注意をする 

・服装・道具確認をする 

・作業を実演する 

体験 

(120分) 
植菌 

ドリルで穴をあける 

種コマを打ち込む 

仮伏せする 

 

 

 

・道具の使い方を指導する 

・道具の確認、収納をする 

まとめ 

(10分) 
ふりかえり 

感想、まとめ 

 

・植菌後について教える 

・体調、怪我等を確認する 

 

５．展開 

  キノコの発生まで栽培管理（２７）を継続する 

  発生したキノコの採取（１６）、料理・食事（３２）への展開 
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森林教育プログラム 

９ 林業作業 

（２８）炭焼き 

 

時期   1月 

時間   1日目 6時間40分 

     2日目 1時間 

場所   雑木林 

対象者  小学生（高学年）30人 

指導者  4人（森林専門家3、教員1） 

補助   3人 

 

１．ねらい 

1）森林・林業に対する興味、関心を持つ。 

2）森林と自分の生活のつながりに気付く。 

3）火の恩恵に気付く。 

 

２．事前準備 

 ・下見       炭窯の位置を確認 

           火気使用について消防や近隣住民に周知 

・道具       炭焼き材料（炭材、たき木、落ち葉）、煙突、トタン板 

          スコップ、火ばさみ、バケツ、古新聞他 

 ・持ち物・服装   長袖長ズボン、帽子、軍手 

 

３．留意事項 

 ・天候       雨天中止 

・安全指導     道具の扱いに注意 

          火気使用の安全管理（1日目～2日目は終夜見張り） 

・体調管理     参加者の体調、体力に配慮する 

・指導のポイント  専門的な話しを盛り込み、森林・林業を伝える。 

          学習しやすい環境、雰囲気を作る 

          自然の恵みへの興味、関心を持たせる 

          自然や森林の楽しさを感じられるよう支援する 

          説明はわかりやすく丁寧に行う 
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（２８）炭焼き 

 

木を伐採して炭を焼きます。 

 

 

４．プログラムの展開 

時 間 活 動 備 考 

1日目 

導入 

(20分) 

はじめに 

活動の説明、諸注意 

 

・危険への注意をする 

・服装・道具確認をする 

体験 

(370分) 
炭焼き 

穴掘り 

炭材、落ち葉積み込み 

点火 

昼食 

焚き口閉鎖 

 

 

 

 

・作業指示をする 

・道具の使い方を指導する 

・道具の確認、収納をする 

まとめ 

(10分) 
ふりかえり 

感想、まとめ 

 

 

・体調、怪我等を確認する 

2日目 

導入 

(10分) 

はじめに 

活動の説明、諸注意 

 

・危険への注意をする 

・服装、道具確認をする 

体験 

(40分) 
出炭 

炭窯を開けて炭を出す 

 

 

・道具の確認、収納をする 

まとめ

(10分) 
ふりかえり 

感想、まとめ 

 

 

・炭の利用について教える 

 

５．展開 

  炭を利用して野外料理・食事（３２）への展開 
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森林教育プログラム 

１０ クラフト 

（２９）工作・クラフト 

 

時期   9月  

時間   2時間 

場所   雑木林 

対象者  中学生 25人 

指導者  5人（専門家4、教員1） 

補助者  3人 

 

１．ねらい 

1）自然や森林に対する興味、関心を持つ。 

2）地域の自然、環境への理解を深める。 

3）森林と自分の生活のつながりに気付く。 

 

２．事前準備 

 ・下見       活動場所の確認 

           火気使用について消防や近隣住民に周知 

・道具       ハンカチ、棒（割り箸など）、輪ゴム、鍋、染液他 

 ・持ち物・服装   長袖長ズボン、帽子、軍手 

       

３．留意事項 

 ・天候       小雨決行 

・安全指導     火気使用の安全管理 

・体調管理     アレルギー等に配慮 

・指導のポイント  自然や森林の楽しさを感じられるよう支援する 

説明はわかりやすく丁寧に行う 

自然の恵みへの興味、関心を持たせる 
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（２９）工作・クラフト 

 

木工、つる細工、草木染めなど自然の素材で作品をつくります。 

 

 

４．プログラムの展開 

 

時 間 活 動 備 考 

導入 

(20分) 
はじめに 

活動の説明、諸注意 

 

・危険への注意をする 

・服装・道具確認をする 

体験 

(90分) 
草木染め 

ハンカチを模様に縛る 

染液で煮る 

媒染液に漬ける 

水洗いする 

乾かす 

 

 

・模様の付け方を指導する 

・火気に注意する 

 

 

・道具の確認、収納をする 

まとめ 

(10分) 
ふりかえり 

感想、まとめ 

 

 

・体調、怪我等を確認する 

 

５．展開 

  染料の採取（１５）からの展開 

草木染めの作品の展覧会（３５）への展開 
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森林教育プログラム 

１１ 生活 

（３０）自然の恵みの食体験 

 

時期   7月  

時間   1時間 

場所   雑木林 

対象者  小学生（低学年）30人 

指導者  2人（森林専門家1、教員1） 

補助   1人 

 

１．ねらい 

1）身近な自然に興味、関心を持つ。 

2）自然の恵みを味わい、自然の恩恵を実感する。 

3）地域の自然、環境への理解を深める。 

 

２．事前準備 

 ・下見       食べられる木の実などの状況確認 

           危険箇所、待避ルートの確認 

・道具       剪定ばさみ 

 ・持ち物・服装   袋、長袖長ズボン、帽子、軍手 

 

３．留意事項 

 ・天候       小雨決行 

・安全指導     食べられる木の実の指導 

・体調管理     参加者の体調、体力に配慮する 

・指導のポイント  体験を通じて楽しく学ぶことを第一とする 

          活動中に出会う様々な自然にも目を向けさせる 
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（３０）自然の恵みの食体験 

 

山菜や木の実を食べます。 

 

 

４．プログラムの展開 

 

時 間 活 動 備 考 

導入 

(10分) 
はじめに 

活動の説明、諸注意 

 

・危険への注意をする 

・服装確認をする 

体験 

(40分) 
木の実を食べる 

クワの実などを食べる 

 

 

・食べられる木の実を教える 

まとめ

(10分) 
まとめ 

感想、まとめ 

 

・木の実がおいしい訳を教える 

・体調、怪我等を確認する 

 
５．展開 

  木の実の観察・学習（９）への展開 

食材として採取（１６）、料理（３２）への展開 
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森林教育プログラム 

１１ 生活 

（３１）キャンプ 

 

時期   9月  

時間   18時間 

場所   雑木林 

対象者  高校生 25人 

指導者  2人 

補助者  なし 

 

１．ねらい 

1）自然や森林に対する興味、関心を持つ。 

2）仲間と協力して作業し、達成する力を身につける。 

 

２．事前準備 

 ・下見       テントサイトの確認 

           危険箇所、待避ルートの確認 

・道具       テント、シュラフ 

 ・持ち物・服装   長袖長ズボン、帽子、軍手、懐中電灯、 

 

３．留意事項 

 ・天候       雨天中止 

・安全指導     夜間の歩行注意 

          火気使用の安全管理 

・体調管理      参加者の体調、体力に配慮する 

・指導のポイント  主体的に役割分担を担えるよう指導する 
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（３１）キャンプ 

 

テントを張り野営します。 

 

 

４．プログラムの展開 

 

時 間 活 動 備 考 

1日目 

導入 

(20分) 

はじめに 

活動の説明、諸注意 

 

・危険への注意をする 

・服装確認をする 

体験 

(520分) 
キャンプ 

テントを張る 

夕食 

就寝 

 

 

・テントの張り方を指導する 

2日目 

体験 

(520分) 

キャンプ 

朝食 

テントを撤収する 

 

 

 

・テントの撤収を指導する 

まとめ

(20分) 
まとめ 

感想、まとめ 

 

 

・体調、怪我等を確認する 

 
５．展開 

  野外料理・食事（３２）は必須 

宿泊に伴い幅広い活動との組み合わせが可能 
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森林教育プログラム 

１１ 生活 

（３２）野外料理・食事 

 

時期   9月  

時間   2時間 

場所   雑木林 

対象者  高校生 25人 

指導者  2人 

補助者  なし 

 

１．ねらい 

1）自然や森林に対する興味、関心を持つ。 

2）地域の自然、環境への理解を深める。 

 

２．事前準備 

 ・下見       炉・かまどの位置確認 

           火気使用について消防や近隣住民に周知 

 ・道具       炉・かまど、たき木、食材、おたま、古新聞、マッチ 

           包丁、まな板、ボール 

 ・持ち物・服装   おにぎり、おわん、はし、長袖長ズボン、帽子 

 

３．留意事項 

 ・天候       雨天中止 

・安全指導     刃物の扱い注意 

火気使用の安全管理 

・体調管理     参加者の体調、体力に配慮する 

・指導のポイント  主体的に役割分担を担えるよう指導する 

自然や森林の楽しさを感じられるよう支援する 
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（３２）野外料理・食事 

 

野外で飯ごう炊さんや自然の素材を使った料理をして食べます。 

 

 

４．プログラムの展開 

 

時 間 活 動 備 考 

導入 

(10分) 
はじめに 

活動の説明、諸注意 

 

 

・服装・道具確認をする 

体験 

(100分)  
みそ汁作り 

食材を切る 

火をおこし鍋で煮る 

食事 

 

 

・刃物の扱いに注意する 

・火気に注意する 

・道具の確認、収納をする 

まとめ

(10分) 
ふりかえり 

感想、まとめ 

 

 

・体調、怪我等の確認をする 

 

５．展開 

  食材の採取（１６）からの展開 
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森林教育プログラム 

１２ 芸術 

（３３）創作活動  

 

時期   8月  

時間   2時間 

場所   雑木林 

対象者  小学生（低学年）・親 10組 

指導者  1人（環境教育専門家） 

補助者  2人 

 

１．ねらい 

1）身近な自然に興味、関心を持つ。 

2）地域の自然、環境への理解を深める。 

 

２．事前準備 

 ・下見       危険箇所の確認 

 ・道具       画用紙、画板、色鉛筆、絵の具、絵筆 

 ・持ち物・服装   長袖長ズボン、帽子、水筒 

 

３．留意事項 

 ・天候         雨天中止 

・安全指導       危険な生物への注意 

・体調管理     参加者の体調等に配慮して行う 

・指導のポイント  体験を通じて楽しめるよう配慮する 

活動中に出会う自然にも目を向けるよう配慮する 
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（３３）創作活動 

 

自然を対象に写真を撮る、絵を描く、詩を創作するなどします。 

 

 

４．プログラムの展開 

 

時 間 活 動 備 考 

導入 

(10分) 
はじめに 

活動の説明、諸注意 

 

 

・服装確認をする 

体験 

(100分) 

 

 

 

素材探し 

絵の素材を探す 

スケッチ 

画用紙に自由に描く 

 

 

・熱中症に注意する 

まとめ

(10分) 
ふりかえり 

感想、まとめ 

 

・道具の確認、収納をする 

・体調、怪我等の確認をする 

 

５．展開 

  自然を利用した遊び（１）、ゲーム（２）、散策（３）からの展開 

  展覧会・ギャラリー（３５）への展開 
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森林教育プログラム 

１２ 芸術 

（３４）舞台芸術  

 

時期   8月  

時間   2時間 

場所   天然林 

対象者  幼児～大人 

指導者  5人（演奏家4、森林専門家1） 

補助者  2人 

 

１．ねらい 

1）森林環境のよさを感じる。 

2）自然と文化の融合を感じる。 

3）森林の環境でリラックスする。 

 

２．事前準備 

 ・下見       舞台（演奏位置）や座席（観賞場所）の確認 

           アプローチや会場の危険箇所の確認 

           トイレの確認 

 ・道具       楽器、譜面台、座席（シートなど） 

 ・持ち物・服装   長袖長ズボン、帽子 

 

３．留意事項 

 ・天候       雨天中止 

・安全指導     行動範囲を明示する 

          危険な生物への注意 

・体調管理     気象条件にあわせて、座席等の位置を考慮する 

・指導のポイント  森林の環境を五感で感じられるよう支援する 

          演奏に集中できるよう配慮する 
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（３４）舞台芸術 

 

自然の中でコンサート、演劇などの舞台を演じ鑑賞します。 

 

 

４．プログラムの展開 

 

時 間 活 動 備 考 

導入 

(10分) 
はじめに 

活動の説明、諸注意 

・危険箇所の注意をする 

・トイレ等の案内をする 

・鑑賞マナーの注意をする 

体験 

(100分) 

 

 

 

コンサート 

演奏を聴く 

ステージトーク 

演奏者と聴衆の会話 

 

 

 

 

 

・会話を促す 

まとめ

(10分) 
ふりかえり 

感想、まとめ 

 

 

５．展開 

  工作・クラフト（２９）で楽器を作成してからの展開 

  演劇を創作（３３）してからの展開 
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森林教育プログラム 

１２ 芸術 

（３５）展覧会・ギャラリー 

 

時期   9月  

時間   1時間 

場所   雑木林 

対象者  中学生 30人 

指導者  1人 

補助者  1人 

 

１．ねらい 

1）森林の環境のよさを感じる。 

2）自然と文化の融合を感じる。 

3）森林の環境でリラックスする。 

 

２．事前準備 

 ・下見       展示位置の確認 

           アプローチや会場の危険箇所の確認 

           トイレの確認 

 ・道具       作品、イーゼル 

 ・持ち物・服装   長袖長ズボン 

 

３．留意事項 

 ・天候       雨天中止 

・安全指導     行動範囲を明示する 

          危険な生物への注意 

・体調管理     特になし 

・指導のポイント  森林の環境を五感で感じられるよう支援する 

          鑑賞に集中できるよう配慮する 
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（３５）展覧会・ギャラリー 

 

自然の中で絵や写真などの作品を鑑賞します。 

 

 

４．プログラムの展開 

 

時 間 活 動 備 考 

導入 

(10分) 
はじめに 

活動の説明、諸注意 

・危険箇所の注意をする 

・トイレ等の案内をする 

・鑑賞マナーの注意をする 

体験 

(40分) 

 

 

 

展覧会鑑賞 

作品を鑑賞する 

ギャラリートーク 

制作者と鑑賞者の会話 

 

 

 

 

 

・会話を促す 

まとめ

(10分) 
ふりかえり 

感想、まとめ 

 

 

５．展開 

  工作・クラフト（２９）や創作活動（３３）からの展開 

  様々な活動の様子の紹介や、成果の発表としての展開 
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森林教育プログラム 

１３ スポーツ 

（３６）ハイキング、登山 

 

時期   8月  

時間   8時間 

場所   雑木林、人工林、天然林 

対象者  小学生（中学年）30人 

指導者  2人 

補助者  6人 

 

１．ねらい 

1）登頂などの目標を達成する。 

2）森林の環境のよさを感じる。 

3）地域の自然に親しむ。  

 

２．事前準備 

 ・下見       危険箇所、待避ルートの確認 

 ・道具       地図、コンパス、懐中電灯、無線機他 

 ・持ち物      昼食、水筒、ザック、タオル、長袖長ズボン、帽子   

 

３．留意事項 

 ・天候       小雨決行 

・安全指導     急斜面の登降など歩き方 

・体調管理     参加者の体調や体力に配慮する 

          熱中症への注意を喚起し、参加者の様子を観察する 

          トイレに配慮する 

・指導のポイント  活動中に出会う自然にも目を向けるよう配慮する 

 

 
 
 
 
 



 - 79 - 

（３６）ハイキング、登山 

 

自然環境をいかして歩いたり登ったりします。 

 

 

４．プログラムの展開 

 

時 間 活 動 備 考 

導入 

(20分) 
はじめに 

活動の説明、諸注意 

準備体操  

 

・危険箇所の注意をする 

・トイレ等の案内をする 

・登山マナーの注意をする 

体験 

(440分) 

 

 

 

登山 

登山する 

昼食 

下山する 

 

 

・適宜休憩を入れる 

・体調に配慮してペース配分す

る 

まとめ

(20分) 
ふりかえり 

感想、まとめ 

 

 

５．展開 

  生物の観察・学習（９）や環境の観察・学習（１０）と並行しての展開 

  写真、絵、詩などの創作活動（３３）と並行しての展開 
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森林教育プログラム 

１３ スポーツ 

（３７）アスレチック、ロープスコース 

 

時期   5月  

時間   2時間 

場所   雑木林 

対象者  小学生（高学年）30人 

指導者  2人 

補助者  5人 

 

１．ねらい 

1）目標を決めて自分の力で達成する。 

2）森林の環境のよさを感じる。 

 

２．事前準備 

 ・下見       器具の安全確認 

           危険箇所の確認 

 ・道具       特になし 

 ・持ち物・服装   長袖長ズボン、帽子       

 

３．留意事項 

 ・天候       雨天中止 

・安全指導     行動範囲を明示 

無理をしないよう指導 

・体調管理     参加者の体調や体力に配慮する 

・指導のポイント  活動中に周囲の自然にも目を向けるよう配慮する 
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（３７）アスレチック、ロープスコース 

 

フィールドアスレチックなどに挑戦します。 

 

 

４．プログラムの展開 

 

時 間 活 動 備 考 

導入 

(20分) 
はじめに 

活動の説明、諸注意 

準備体操  

 

・危険箇所の注意をする 

・トイレ等の案内をする 

・マナーの注意をする 

体験 

(90分) 

 

フィールドアスレチック 

コースに沿って行う 

 

 

・適宜休憩を入れさせる 

まとめ

(10分) 
ふりかえり 

感想、まとめ 

 

 

５．展開 

  遊具作り（２１）や小屋・ツリーハウス作り（１９）への展開 

  生物の観察・学習（９）や環境の観察・学習（１０）への展開 
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森林教育プログラム 

１３ スポーツ 

（３８）ゲレンデスキー・スノーボード 

 

時期   2月  

時間   4時間 

場所   天然林（スキー場） 

対象者  小学生（高学年）30人 

指導者  2人（スキー専門家） 

補助   2人 

 

１．ねらい 

1）スキー技術を習得する。 

2）森林の環境のよさを感じる。 

 

２．事前準備 

 ・下見       危険箇所の確認 

 ・道具       スキーセット 

 ・持ち物・服装   昼食、水筒、ザック、タオル、防寒着、帽子、手袋    

 

３．留意事項 

 ・天候       荒天中止 

・安全指導     器具の安全確認 

行動範囲を明示 

          事故への注意 

          無理をしないよう指導 

・体調管理     参加者の体調、体力に配慮する 

          寒さへの対応に配慮する 

・指導のポイント  活動中に周囲の自然にも目を向けるよう配慮する 
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（３８）ゲレンデスキー・スノーボード 

 

スキー場のゲレンデでスキー・スノーボードをします。 

 

 

４．プログラムの展開 

 

時 間 活 動 備 考 

導入 

(20分) 
はじめに 

活動の説明、諸注意 

準備体操  

 

・危険箇所の注意をする 

・トイレ等の案内をする 

・マナーの注意をする 

体験 

(330分) 

 

スキー滑走 

コースに沿って行う 

昼食 

 

 

・適宜休憩を入れる 

まとめ

(10分) 
ふりかえり 

感想、まとめ 

 

 

５．展開 

  生物の観察・学習（９）や環境の観察・学習（１０）と並行しての展開 

  雪遊び（１）と並行しての展開 
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森林教育プログラム 

１３ スポーツ 

（３９）バックカントリースキー・スノーボード 

 

時期   2月  

時間   5時間 

場所   天然林 

対象者  大人 20人 

指導者  2人（森林専門家） 

補助者  2人 

 

１．ねらい 

1）積雪期にふれることができる自然に親しむ。 

2）森林の環境の良さを感じる。 

3）仲間を気遣いながら行動できる。 

 

２．事前準備 

 ・下見       危険箇所、待避ルートの確認 

 ・道具       スキーセット、地図、コンパス、無線機他 

 ・持ち物・服装   昼食、水筒、ザック、タオル、防寒着、帽子、手袋 

 

３．留意事項 

 ・天候       荒天中止 

・安全指導     先頭と後尾に指導者・補助者が付いた隊列をとる 

          急坂、段差での事故に注意 

・体調管理     参加者の体調、体力に配慮する 

          寒さへの対応に配慮する 

・指導のポイント  活動中周囲の自然にも目を向けるよう配慮する 
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（３９）バックカントリースキー・スノーボード 

 

ゲレンデではないところでスキー・スノーボードをします。 

 

 

４．プログラムの展開 

 

時 間 活 動 備 考 

導入 

(20分) 
はじめに 

活動の説明、諸注意 

準備体操  

 

 

・コース、危険箇所の注意をす

る 

体験 

(270分) 

 

スキー滑走 

隊列を維持して行う 

昼食 

 

 

・危険箇所の注意をする 

・適宜休憩を入れる 

まとめ

(10分) 
ふりかえり 

感想、まとめ 

 

 

 

 

５．展開 

  生物の観察・学習（９）や環境の観察・学習（１０）と並行しての展開 

  雪遊び（１）と並行しての展開 
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森林教育プログラム 

１３ スポーツ 

（４０）冒険コース 

 

時期   4月  

時間   2時間 

場所   天然林、人工林 

対象者  小学生（高学年）30人 

指導者  2人 

補助者  5人 

 

１．ねらい 

1）登頂などの目標を達成する。 

2）森林の環境のよさを感じる。 

 

２．事前準備 

 ・下見       危険箇所、待避ルートの確認 

 ・道具       地図、コンパス、懐中電灯、無線機他 

 ・持ち物      昼食、水筒、ザック、タオル、長袖長ズボン、帽子 

 

３．留意事項 

 ・天候       小雨決行 

・安全指導     急斜面の登降など歩き方 

・体調管理     参加者の体調や体力に配慮する 

          十分な休憩時間をとるよう配慮する 

          トイレに配慮する 

・指導のポイント  活動中に出会う自然にも目を向けるよう配慮する 
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（４０）冒険コース 

 

沢登りなどの冒険的な活動に挑戦します。 

 

 

４．プログラムの展開 

 

時 間 活 動 備 考 

導入 

(20分) 
はじめに 

活動の説明、諸注意 

準備体操  

 

・危険箇所の注意をする 

・トイレ等の案内をする 

・マナーを注意する 

体験 

(80分) 

 

 

 

沢登り 

沢を登る 

下山する 

 

 

・適宜休憩を入れる 

・体調に配慮したペース配分を

する 

まとめ

(20分) 
ふりかえり 

感想、まとめ 

 

 

 

 

５．展開 

  生物の観察・学習（９）や環境の観察・学習（１０）と並行しての展開 

  写真、絵、詩などの創作活動（３３）と並行しての展開 
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